
t

2025年

4月 第 1◆ 2週 の主 日 ネL拝 説 教 要 約

。4月  6日  マルコ福音書  11:1-10.

『 最後の歓待  』

・ 4月 13日  ヨハネ福音書  19:1-12.

『 見よ、この人 を』

衣笠病院教会 牧師 官原晃一郎



≪ 最後の歓待 ≫

後せの教会暦の、所謂 “椋欄の主日
"の 出来事です。ィェスと一行 (弟

子たちと随行ら )が 、ガ リラヤを出てエリコを経由し、 (べ タ
ニアで ?)

安息日を過ごし、その翌日エルサ レムに入城する場面です。

ィエスは事前にその手前の村に、二人の弟子 を送 り出し、あ
る特定の家

の経で繋がれている子騒馬の確保 を命 じます。今 じられたとお り
に、「主

(人 )が お入 り用なのです 」と、先方に理由を述
べると、殆ど何の抵抗 も

な く、その家の子聴馬を融通 してもらえました。

すると、イエスはこれ (子瞳馬 )に跨 り、一行を引き逹れて、
エルサレ

ムに入城を果たすと、そこにはエ リコと同様に彼 らを歓待す
る多くの人マ

がぃて、今度は各々、自分の衣を進路に広げ、メ
llり 取ってきたばか りの基

草 (椋欄 ?)を 道に敷いて迎え入れ、歓喜の声をあげます。

ホサナ。主の名によって来られる方に、祝福があるように。
我らの

父ダビデの来たるべ き国に、祝福があるように。いと高き所
にホサす。

(11:9b-10)

ィェスは神殿の境内に入 り、周囲を一瞥し、なぜかそ
のまま神殿 を出て、

「 夕刻になったので 」近隣のべたニアに引き返 しました。

マルコ福音書によると、当日のイエスの行動はここまでです。
マダイ福

音書やルカ福音書とは異な り、この日の
“官清め "の断行の報告はな く、

それは翌日の行動として記 されています。

いずれにしてもイエスがこのせで人々から
“歓待 ''を 受けたのは、この

時が最後です。受難 (十字架刑 )の 金曜日まであと五日です。イ
エスがユ

ダヤの二位に就 くことによるせ直しに思いを寄せる人々がそ
の時、そこに

複数いたことは確かです oも ちろん権力者の立場からすると、それ
はクー

デターに他なりません。しかし、アラブ人の血を引 く
ヘロデ王による現状

の支配 (ロ ーマの愧儡政権 )ではない、グビデの血筋の
ユダヤ人の二のヌF

位を望む人々が、ナザレのイエスこそ“適任者
"であるとの葛迅識 を深めて

ぃたことは、間違いなさそうです。
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≪ 見 よ 、この人 を ≫

神をそしる者はその罪を負わなければならない。主の名をそしる者

は姜ず死ななければならない……イスラエル人であれ、寄留者であれ、

御名をそしる者は死ななければならない。 (レ ビ記 24:15b¨。16)

私たちには律法があります。律法によれば、この男は死罪に当たり

ます。神の子 と自称 したからです。  (ヨ ハネ福音書 19:7b)

ユダヤのこの律法 を根拠に、「神の子 と自称 した 」イエスは今、裁かれ

ょうとしています。といってもローマ帝国にはそのような法律は存在しま

せん。ローマの皇帝崇拝を強要する時代が来るまでには、まだまだ時間が

あ ります。“容疑者 "イ エスがローマ総督のポンティオ
・ピラトの官邸に

逹行されて来たのは、十字架刑の直前のことで した。準備に準備 を重ね、

口裏を合わせて、待ちに待 ったこの日を迎えたユダヤ人の中の散対者らは、

やっとのことイエスを追い詰めて、公然と裁 きにかけるチャンスを得たの

です。ところが総督は彼らに対 して、

あなたがたが引き取って、自分たちの律法に従って裁 くがよい。

(ヨ ハネ福音書 18:31)

見 よ、この人 を (人だ )……あなたがたが引き取 って十字架につけ

るがよい 。私はこの男 (イ エス )に 罪 を見出せない。

(同 書 19:5b。 "6b)

などと言って、裁判を“拒否 "し 続けます。ローマ法に抵触 しない限 り、

ローマ総督が人を裁 くことなどあ り得なぃのだと、どうにか して頑迷なユ

ダヤ人たちを諭 さなければなりません。けれどもイエスの故対者らは、一

歩 も引き下がろうとはしません。

(イ エスを )十字架につけろ、十字架につけろ。

(ヨ ハネ福音書 19:6)

(2)



堂マ巡 りの “神の子論争 "では決着が付かないことを悟った敵対者のユ

ダヤ人たちは、今度は、イエスは自分自身を“工 "だ と言った皇帝の反逆

者なのだと、争点 を絞 ります。もし、総督がこの “反逆者 "の発言にまと

もに取 り合わないのだとすると、総督 も、同様の嫌疑 をかけられることに

なるぞ、それでもよいのかと、食い下が ります。よく練られた、ユダヤ人

の “想定間答 "です。神には通用 しませんが、人間 (総督 )に は通用 しそ

うです。総督はもう、この議論に時間を割 くことを拒否 します。所詮 、ユ

ダヤ人同士の世界で発生 した内紛であり、ローマ人の自分がこの案件に巻

き込まれ、深入 りすることは禁物である、やけどをしない うちに手を引 く

にこしたことはないとイエスの擁護を断念 (放棄 ?)し ます。

イエスの十字架刑は、このような空珠な議論 と、はなはだ不可解な成 り

行 きで成立 します。そこに、空前絶後の神の業が成立することなど、この

段階で察知 した者は一人 もおりませんでした。
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